





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































爆死 IIH焼死 大けが 犬や ナと 原爆症 ､計死fi数］
９歳下 30.9 55.【１ ３．７ １２ ４ ２．８ ｢427＝100％］
10歳代 4９ Ｐ３ 3０ ９ ３ ３ 1２ ２ ０ ３ [576＝100％〕
20歳代 3２ ４ 5０ ８ ２ ７ Ｐ、 0 ０ ８ [262＝100％］
30歳代 3７ １ 4８ ０ ２ ７ ６ ８ ０ ９ [221＝10(１％］
40歳代 3７ ３ 5０ ５ ３ ２ ８ ６ ０ ４ [279＝100%］
50歳代 3１ ４ 5２ ２ ２ ４ ７ ２ 0 [207＝100％］
60歳代 2８ ６ 6３ ９ ０ ８ ７ ６ 0,8 [119＝100％］






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年末 Ｓ２１～2９ Ｓ３０～3９ Ｓ40～4９ Ｓ５０～6１ 備考
総数 2学 4『 5夢 6夢 8f崎 1oｒ 9,410/Ｌ歳
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３０歳代被爆は、３０歳代と40歳代で２割近くが死亡、６０歳代で死亡急増、５９
歳以下で３分の１が、また69歳以下で３分の２が死亡している。
４０歳代被爆では、４０歳代と50歳代で２割が、６９歳以下で４割死亡。
５０歳代被爆では、５０歳代と60歳代でその３割が死亡している。
６０歳代被爆では、６０歳代と70歳代で半数以上が死亡している。
７０歳以上は、７０歳代と80歳代で大部分が死亡している。
以上からみると被爆者の死は、高齢化どころか、少なからぬ人が、被爆し
たことによって「早過ぎる死」を遂げさせられていることがわかる(8)。
しかし今回の調査で、さらに重要なことは、〈その後死>にかかわる死因の
問題である。すなわちくその後死＞者の死因の大部分は、病気（その後死中
5,974人、８６％)で、昭和20年代以降どの年代をとってみても、84-94％を占
めている。
被爆者の場合、病気の中でも、特に〈白血病〉とくガン＞に注目する必要
がある。先ず〈白血病＞にかかった割合は、被爆時年齢で胎児から29歳まで
の幼・少・青年層だった人が高くなっている（各世代ともおよそ４％)。
〈ガン＞にかかった割合は、被爆時に20歳代、３０歳代だった人々が最も高
〈（34％)、それに次いで10歳代、４０歳代、５０歳代が、２５～29％と死因として
は高率になっている。ところでこれらの疾病の発生の推移をみてみると、〈白
血病＞は、昭和21～29年および30年代の死者に多く発生している。これに対
して<ガン＞は、２１～29年の死者では13％だったが、３０年代に26％、４０年代
に29％、５０年代には31％と、３０年代以降から急増し、次第に増加する傾向を
みせている。このことは、生存被爆者には、これらの死者と同様に、いつくガ
ン＞にかかるかわからない可能性があることを示しており、被爆者は、その
不安と恐怖に常にさらされているのである。
以上のようにくその後死>の死者は、「早過ぎた死｣を遂げたばかりでなく、
その死について、〈白血病＞やくガン＞をはじめ被爆とのかかわりを考えてい
る遺族は、少なくない。すなわち〈その後死＞の死者の遺族（大部分は被爆
者）で、その約６割は、家族の死が原爆と関係あるものと受けとめている。
特にく白血病＞による死者の遺族は、９３％が、またぐガン＞による死の場合
は、７０％が、原爆と関係あると考えている。そしてその死は、「原爆と関係あ
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る死」すなわち「遅れた原爆死」ではなかったのかとの疑いと不安を、拭い
きることができないのである。
こうして〈その後死＞は、〈当日死>、〈直後死＞とは、死の様相を異にする
とはいえ、やはり他に類例をみない「むごい死」であることにはかわりない
であろう。しかしそれのみではない。次の表９にみるように、その死にいた
るまでの過程も、苦`悩にみちたものに他ならなかった。
表９
病気との闘いの日々をおくらされて……………….…….…….…1,267人（28.5）
被爆を境に体が弱くなって.…………………………..….….….…1,007人（22.6）
ある日、急に、突然に、．………………….…….…………………811人（182）
こどものことを心配して…….………………………….…….……432人（9.7）
原爆症の不安．恐怖に脅えて….……………..……………………392人（8.8）
思うように働けないことに苦しんで….………………..…………380人（8.5）
原爆で肉親を亡くした悲しみに、生きる支えを失って．……….、276人（6.2）
けが．やけどの傷あとに苦しんで…………………………………254人（5.7）
被爆後、生活が苦しくなって．………..….……...…………..……235人（5.3）
医療の遅れ、原爆症に対する周囲の無理解に苦しんで…………172人（3.9）
早く死にたい、と苦しんで……………………..….………………129人（2.9）
あの日の体験に苦しめられて………………………………………107人（2.4）
学業や就職、結婚．家庭など、夢や希望を奪われて……………８３人（1.9）
隠そう、忘れようと苦しんで………….…………….…….………５６人（1.3）
（その他………18人）
カッコ内は、死者総数より「亡くなるまでの苦しみ」が「不詳．回答なし｣、
「特になし」の者をのぞいた4,448人を100％とした比率である。
被爆者の死の様相とこのような死の苦悩をみるにつけ、思い出すにつけ、
被爆者・遺族は、その死に自らの死のすがたを重ね合わせて不安と恐怖にか
られると同時に､｢被爆者同士の結婚……30数年後に遅れた犠牲者として夫を
奪われた時に、被爆者でありながら、初めて原爆の恐ろしさと憤りを覚え、
主人が被爆さえしていなかったらと涙する半面、大切な人の死を無駄にして
はならないという重い責任を痛感します」（広島、直爆3.0km、女、１２歳)と、
そのような死＝原爆死は、受忍してはならないと訴えているのである。
特に原爆医療法の施行以前に亡くなった人々に対しては、せめてあのとき
援謹措置ができていたらとか、何らかの対策があったらとか、非常に多くの
4３
遺族が心残りや口惜しさをひれきしている。その中で、ある遺族は、「夫が亡
くなった時点では私も原爆に対する知識が浅く、その上アメリカ連合軍指令
部のプレスコードによって、我々大多数の被爆者は（見ざる、聞かざる、言
わざる）の姿勢を余儀なくされたと思う.しかしながら10余年も被爆者援護
対策のおくれは、無情な政府の無責任極まる仕打ちと考えます。したがって
そのために数字に現れない犠牲者のいることも認識してほしい」（広島、直爆
2.0km、女、２９歳)と証言している。このことは、〈その後死>、中でも原爆医
療法の制定以前の死者は、アメリカ占領軍の原爆被害の隠蔽政策とそれを踏
襲した日本政府によって放置政策の対象とされたという事実に言及したもの
であり、その意味では、その死は、政治的、社会的死ともいうべき死であっ
たことを示す発言として注目すべきであろう。
１V、むすびにかえて
以上で明らかなように原爆によってもたらされた被爆者の死は、被爆<当
日死>、それに続くく直後死>、そして今日までの〈その後死＞と、それぞれ、
被爆者が死に直面した時期によってその様相は異にするが、いずれも他に
類例をみない人間としての死とはいえない死、いわば｢むごい死｣であった。
またそれは同時に被爆者の死亡の時期のその人をとりまく外在的な諸条件に
かかわりをもつ政治的、社会的な死という意味をももっていたということが
できるであろう。
もちろんむごいのは、死没者だけではない。生存被爆者もまた原爆によっ
て痛めつけられてきたのである。生存被爆者が今日なお背負い続けている苦
悩や不安は、被爆したことによって、この40数年間の生活の中で積み重なっ
て生じたもので、それこそが、原爆による被害に他ならない。とりわけ被団
協の資料集では、家族の死に自らの死の暗示をみて、死の不安と恐怖の思い
悩むだけでなく、これほど苦しむのなら、いっそのことあのとき死んでいた
方がよかったと生きる意欲の喪失感を、何人もの遺族が書き記している。こ
のように生きる意欲を失うまでの被爆者の苦悩は、すでに第１次の生存者調
査で明らかにされたように、回答者のおよそ４分の１にみられたところであ
り、生きる意欲を失って自殺した人が47人もいることも忘れてはならない事
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実である。それを生のことばとして読むとき、その重みが、あらためて現実
感をもって迫ってくるのである。
生存被爆者の問題については、いずれ機会をみて整理する種もりではいる
が、ここでは、原爆は、被爆者のむごい死にとどまらず、生き残った被爆者
を生きる意欲を喪失させるまでに追い込み、人間らしいくらし（言い換えれ
ば日本国憲法が保障する平和的生存権、幸福追求権等の権利すら）を損い続
けるという、まさにトータルな意味での反人間的な被害を与えたのであり、
とても受忍できるものではないことを指摘することにとどめておきたい。
基本懇の受忍論は、原爆被害のこのような認識をふまえたものではなかっ
た。中でも原爆被害の最大の犠牲者である死没者については、その実態を把
握しようという姿勢すら感じられなかったといって過言ではない。昭和60年
度の厚生省調査が､国としてはじめて死没者調査にとりくんだということは、
まさに国の対応をめぐっての正式な争点として、やっと死没者の問題が浮か
び上がってきたということに他ならない。
厚生省調査とならんでの被団協調査は、この問題に大きな1石を投じたも
のであり、客観的な素材として、多くの人々の分析と解明を期待できるよう
な集計データを提供することができたと思う。
ここで私が、あえて死没者問題をとりあげたのは、被団協の調査報告およ
び資料集は、被爆者の死は、到底「人間としての死」とはいえないむごい死
であるということを明らかにしているばかりでなく、そこで述べられた意見
や証言を通じて、被爆者や遺族は、原爆死なるものが、これまでみてきたよ
うに人間としての存在条件に対する政治的、社会的な機能のトータルな破壊
と深くかかわりあった死という意味をもあわせもったものであり、それゆえ
に決して受忍することはできないということを物語ろうとしていることを、
読みとることができたからである。もちろん原爆被害のこのような認識は、
何も目新しいことでない。しかし注目すべきことは、この調査資料にみられ
る被爆者・遺族の証言は、被団協の『原爆被害者の基本要求」をはじめ、原
爆被害についての反人間性、犯罪性を論じている諸見解に対して、傍証を提
供するものになっているということである(9)。
すなわちそれは、原爆が、人間としての存在条件をトータルに破壊するこ
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とによって、被爆者に地獄のようなく当日死＞とく直後死＞を遂げさせたこ
と、そしてまた被爆直後からの原爆被害の隠蔽・放置政策（それは今もなお
基本的には継続しているが）の下で〈その後死＞が進んでいること、に対す
る被爆者、遺族の全面的な告発というべきものである。全体としてそれは、
そのような死が、人間としてはあってはならない死であり、人類の上に再び
起きてはならない死であること、したがって被爆者の死と生は、核兵器と共
存しえないことを、明らかにしているからである。それは、いいかえれば日
本政府の戦争開始・遂行責任、アメリカ政府の原爆投下責任、また両国政府
の原爆被害に対する隠蔽政策・被爆者放置政策等についての国の責任回避と
その無自覚に対する被爆者・遺族のプロテストの基本姿勢を反映するものに
他ならないといえよう.
被爆45周年をむかえて、国に対して、「再び被爆者をつくらぬ｣という決意
の証しとして原爆被害者援護法の制定を求める運動が、大きく盛り上がって
いる。国の受忍政策を撤回させ、援謎法制定に踏みきらせるには原爆死を含
む原爆被害に対する正確な認識と普及による国民世論の結集が必要であり、
被団協の諸報告、諸資料は、そのための不可欠の素材として、ぜひともひろ
く読まれ、討議の対象となることを期待したいと思う(10)。
最後に私は、それらの文書を読みかえすことによって、調査対象者が自由
記載欄に記入した事項は、これもまた調査の集計データとならんで重要な客
観的資料であることをあらためて確認することができた。
厚生省調査にあたって実施された数万人分の自由記載欄の記述が、いまな
お十分な解明もくわえられぬまま、一部の人の処理に委ねられようとしてい
る。それは、被爆者が未来に残す貴重な証言として記入したものであり、死
蔵されることなく寸被団協の調査資料集と同様、人類の共通した財産となる
ように、総合的な解明とその全容の公開にむけての責任ある処置がとられる
ようにこの場をかりてあわせて強く要望しておきたいと思う。
(1)これまでに実施された原爆被害調査に関する文献については､次のようなものをあげる
ことができる。
，、原水爆禁止日本協議会専門委圓会編：ｒ原水爆白書_－かくされた真実」1961
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２．広島大学原爆死没者慰霊行事委員会：『原爆と広島大学一「生死の火」学術篇」
１９７７
３．ＮＧＯ被爆問題シンポジウム日本委貝会：「原爆被害の実相一一原爆は人間に何をし
たか」１９７７
４．ＮＧＯ被爆問題シンポジウム長崎準備委貝会：ｒ原爆被害の実相一一長崎レポート」
１９７７
５．広島市・長崎市原爆災害誌編集委員会：『広島・長崎の原爆災害』１９７９
なお本稿と関連して参照してほしい主な文献は次の通りである。
１石田忠：「原爆と人間」 機関誌連合通信社１９８３
２石田忠：『被爆者の死と生」日本被団協原爆被爆者中央相談所１９８８
３石田忠：『原爆体験の思想化－反原爆論築』Ｉ＆Ⅲ未来社１９８６
４浜谷正晴：「被爆者調査の方法と調査結果の集約について」一橋論集１９８７
５浜谷正晴：「原爆被害者調査｣の立場と櫛想一鯛査過程研究の一つのこころみ－
「社会学研究」（『一橋大学研究年報｣）２７．１９８９
６松井康浩：ｒ原爆裁判一核兵器廃絶と被爆者援護の法理」新日本出版１９８６
７椎名麻紗枝：ｒ原爆犯罪一被爆者はなぜ放置されたか」大月轡店１９８５
８岩佐幹三：「被爆問題国際シンポジウム報告書」石川県原爆被災者友の会１９８６
９日本被団協：「原爆被害者調査」第１次報告、日本原水爆被害者団体協議会１９８６
１０日本被団協：「被爆者は原爆を「受忍」しない』同上１９８７
Ｕ日本被団協：「原爆被害者調査」第２次報告同上１９８８
１２日本被団協：資料集『あの日の証寳』（その１）同上１９８９
１３日本被団協：資料染『あの日の証言』（その２）同上１９８９
１４日本被団協：資料巣ｒ被爆者の死」（その１）同上１９８９
１５日本被団協：資料集「被爆者の死』（その２）同上１９８９
(2)日本被団協は、1973年12月に｢原爆被害者援鰻法要求骨子｣を作製し、それにもとづい
て、全政党にそれぞれの援謹法案を作製するよう要鋼した。これに対して、自由民主党を
除く野党からは、その党独自の法案が提起された。被団協は、それらの法案をもとに全野
党の統一した法案の作製に努力して、その成案をみるにいたった。そしてしばらくは野党
統一案として議会(衆識院)に提案が毎年のようにくりかえされた。しかしその都度、政
府提出の現行法改正案の先議によって、廃案もしくは審議未了に終わっていた。その後、
野党間の結束がゆるみ､統一した提案という形はとれない状態となったが､1989年被団協
の努力が実を結んで､再び野党問で統一案による議会(参議院)提出の話し合いがついた。
このような歴史的な穂み重ねと参議院の政治地図の変化もあって､史上はじめて援謹法案
の国会での可決という成果が、１院のみではあったが実現したのである。
(3)ＮＧＯ調査・石川県集計については、岩佐・前掲８を参照。
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(4)被団協調査の集計作業･解析にもとづく報告書の作製にあたっては､被団協の調査特別
委員会のメンバーの他に､被団協の専門委員である一橋大学名誉教授の石田忠氏､一橋大
学教授浜谷正哨氏及び同大学社会調査室の井上由紀さんや被爆者等多くの人の協力を得る
ことができた(特に被団協調査にあたっての問題点と意義については、浜谷･前掲５で詳
述されている)。また資料集の作製には、この他、「<原爆と人間>｣研究会会風を中心とす
る積極的な協力が大きな支える力となったが､私としては、特に石田、浜谷両氏から学ぶ
ところ大であった。この紙上をかりて感謝を捧げたい。
(5)原爆のトータルな破壇とそのことにともなう被爆者の非人間的な行動についての分析で
は、上記の石田論文（特に１と３）に負うところ大である。
(6)被爆者が､被爆したがゆえの苦しみや不安､そして生きる意欲の喪失を乗り越えて､核
兵器廃絶､援鐡法制定をめざして被爆者運動に生きる支えを求めるにいたる､意識の転換
を､どのようにとらえるかは､生存被爆者の生き方についての重要な問題の１つであるが、
ここでの加害者という意識の表明は、リフトンの罪意識（ＲＪ・Liftｏｎ：DeathinLife；
SurvivorsofHiroshima.,ＮＹ､1967.）とは異なった新しい問題を投げかけたものとし
て、今後検討するに値する問題ではなかろうか。
(7)石田・前掲２，１４～５ページ。
(8)被団協第２次報告、５２～59ページ。
(9)上記、松井、椎名、両文献等を参照。
(１０原爆被害についての全般的な整理はあらためての機会とするとして､私自身の被爆体験
と援護法のとらえ方については、すでに「８月６日・ヒロシマ」（コープ・ブックレット
１５）日本生活協同組合連合会、1989.と「被爆者援鍍法｣かもがわ出版、1990.で概略的
な私見を述べたところである。あわせてご叱正.ご助言をお願いしたい。
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